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Ⅰ.  

Ｉ
Ｔ
・
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
取
り
組
み
状
況
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要

県
内
の
組
合
や
企
業
に
対
し
、
ク
ラ
ウ
ド
を
含

む
I
T
に
関
す
る
導
入
状
況
や
取
り
組
み
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
対
す
る
影
響
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。

対
象
は
、
本
会
会
員
よ
り
抽
出
し
た
静
岡
県
内

の
三
〇
〇
組
合
及
び
県
内
中
小
企
業
一
〇
〇
〇
社

と
し
、平
成
二
四
年
一
一
月
に
郵
送
に
よ
り
調
査
。

三
七
八
件
か
ら
回
答
を
得
た（
組
合
一
一
九
組
合
、

回
答
率
三
九.

七
％
、
企
業
二
五
九
社
、
回
答
率

二
五.

九
％
）。

組
合
・
企
業
の
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
先
の
業
種
は
組
合
・
企
業
と

も
次
の
通
り
。（
図
表
①-

1　

①-

2
）

︵
1
︶
I
T
へ
の
取
り
組
み
の
現
状

①
こ
れ
ま
で
に
I
T
を
取
り
入
れ
た
業
務

組
合
が
現
在
ま
で
に
Ｉ
Ｔ
を
取
り
入
れ
た
、
ま

た
は
導
入
し
た
業
務
は
、「
文
書
作
成
・
表
計
算
」

が
八
〇.

三
％
と
最
も
多
い
。
次
い
で「
財
務
会
計
」

が
六
九.

二
％
、「
組
合
員
と
の
連
絡
・
情
報
交
換
」

が
五
三.

〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
半
数

以
上
の
組
合
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

（
図
表
②-

1
）

企
業
が
現
在
ま
で
に
Ｉ
Ｔ
を
取
り
入
れ

た
、
ま
た
は
導
入
し
た
業
務
は
、「
財
務
会

計
」
が
七
九.

八
％
、「
売
上
・
利
益
管
理
」
が

七
九.

一
％
、「
給
与
・
人
事
」
が
七
一.

三
％
と
上

位
を
占
め
て
お
り
、
日
常
の
経
営
活
動
に
則
し
た

活
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。（
図
表
②-

2
）

中小企業の経営においてIT技術は、既に切っても切れない存在となっている。しかしながら、多額の投資を行い
最新のシステムを導入しても、経営環境やめざましい勢いで進歩するIT技術の変化によっては無に帰す恐れが多
分にある。それには、クラウドを活用することによって自前でアプリケーションソフトやハードウェアなどのIT資
産を所有することなく柔軟に対応することも考えられる。
しかし、中小企業におけるクラウド活用は進展しておらず、IT環境が高度化しているとは言い難い状態にある。
そこで、本会では県内におけるクラウド活用の実態等を把握し、分析を行い、これをベースとして中小企業者に

おけるIT環境の活性化、連携によるクラウドサービスの展開を図るための手段を模索しようとアンケート調査を
実施した。
特集では、その調査結果を基に、県内の組合及び中小企業のIT・クラウドの利用状況や導入の手法について紹介

する。

特集
地域産業実態調査にみる

IT・クラウド利用の実態について

図表①‐2 企業の主な業種

図表①‐1 組合員の主な業種
業　　　種 組合数 割合（％）

製造業 27 22.7 

建設業 24 20.2 

運送業 7 5.9 

ホテル・旅館業 3 2.5 

飲食業 1 0.8 

卸売業 9 7.6 

小売業 16 13.4 

サービス業 12 10.1 

情報通信業 1 0.8 

その他 12 10.1 

複数業種 6 5.0 

不明 1   ―
合計 119 ―

業　　　種 会社数 割合（％）
食品 34 13.1 
木材・木製品 2 0.8 
印刷業 23 8.9 
化学・プラスチック・ゴム製品 7 2.7 
鉄鋼 6 2.3 
機械器具 14 5.4 
その他製造業 35 13.5 
建設業 15 5.8 
運送業 31 12.0 
ホテル・旅館業 8 3.1 
飲食業 2 0.8 
不動産業 3 1.2 
卸売業 28 10.8 
小売業 15 5.8 
その他サービス業 22 8.5 
その他 13 5.0 
不明 1 0.4 
合計 259 ―
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②
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の
活
用
状
況

組
合
の
Ｉ
Ｔ
活
用
状
況
は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ブ
ロ
グ
に
活
用
」
が
六
八.

九
％
と
選
択
肢
の
中

で
群
を
抜
い
て
多
い
。（
図
表
③-

1
）

企
業
の
Ｉ
Ｔ
活
用
状
況
は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ブ
ロ
グ
に
活
用
」
が
八
八.

三
％
と
最
上
位
と
な

り
、
以
降
、「
共
有
フ
ァ
イ
ル
や
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
を
活
用
」「
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
活
用
」
な

ど
が
続
い
て
い
る
。（
図
表
③-

2
）

③
Ｉ
Ｔ
導
入
で
期
待
し
た
こ
と

Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
た
際
に
期
待
し
た
こ
と
と
し

て
、「
業
務
の
効
率
化
」
が
組
合
で
八
一.

三
％
、

企
業
で
九
一.

六
％
と
最
上
位
の
回
答
と
な
っ
て

い
る
。

他
に
も
「
組
合
内
（
社
内
）
で
の
「
情
報
交
換
・

共
有
」
が
組
合
で
四
六.

四
％
、
企
業
で
六
〇.

六
％
、

「
情
報
の
収
集
」
が
組
合
で
四
〇.

二
％
、
企
業
で

四
五.

四
％
と
「
業
務
の
効
率
化
」
に
次
い
で
多
く

回
答
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
企
業
の
回
答
率
の

方
が
高
く
な
っ
て
い
る
。（
図
表
④
）

図表④ IT導入で期待したこと（複数回答）
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図表③‐1 【組合】情報系システムの
 活用状況（複数回答）
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システムを活用

ホームページやブログを活用

図表③‐2 【企業】情報系システムの
 活用状況（複数回答）

図表②‐1 【組合】これまでにITを導入した業務（複数回答）図表②‐2 【企業】これまでにITを導入した業務（複数回答）
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④
Ｉ
Ｔ
導
入
の
際
に
困
っ
た
こ
と
、
悩
ん
だ
こ
と

Ｉ
Ｔ
を
取
り
入
れ
る
際
に
、
困
っ
た
こ
と
や
悩

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「（
Ｉ
Ｔ
を
）

使
い
き
れ
て
い
な
い
」
が
組
合
で
四
二.

九
％
、

企
業
で
四
八.

四
％
と
い
ず
れ
も
一
番
多
く
回
答

し
て
い
る
。（
図
表
⑤
）

ま
た
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
対
応
」
が

組
合
で
二
六.
八
％
、
企
業
で
四
四.

〇
％
、
さ
ら

に
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
」
が
組
合
で

二
〇.

五
％
、
企
業
で
三
七.

九
％
と
続
き
、
組
合
や

企
業
と
も
上
位
は
同
じ
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

⑤
Ｉ
Ｔ
導
入
後
の
課
題

Ｉ
Ｔ
を
取
り
入
れ
た
後
の
課
題
と
し
て
、
企

業
で
は
「
コ
ス
ト
が
想
定
以
上
に
高
か
っ
た
」

四
八.

四
％
、「
Ｉ
Ｔ
を
使
え
る
人
材
が
い
な
か
っ

た
」
四
四.

〇
％
、「
期
待
す
る
効
果
が
得
ら
れ
る

か
不
安
だ
っ
た
」
三
七.

九
％
を
多
く
回
答
し
て

お
り
、
コ
ス
ト
や
効
果
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
様

子
が
見
え
る
。
一
方
、
組
合
で
は
企
業
が
挙
げ
た

よ
う
な
課
題
に
対
す
る
回
答
は
少
な
く
、「
特
に

な
い
」
が
四
七.

七
％
と
半
数
近
く
が
回
答
し
て

い
る
。（
図
表
⑥
）

（
2
）
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
取
り
組
み
状
況

	

に
つ
い
て

こ
こ
か
ら
は
ク
ラ
ウ
ド
の
認
知
度
、
導
入
状
況

や
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
質
問
へ
の
回
答
を

示
し
て
い
く
。

そ
の
後
に
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
方
法
、
導
入
事
例

や
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
し
て
い
く
。

①
ク
ラ
ウ
ド
と
は
何
か

ま
ず
初
め
に
、
ク
ラ
ウ
ド
と
は
何
を
指
す
の
か

を
示
し
て
い
く
。

図表⑤ IT導入の際、困ったこと・悩んだこと（複数回答）

図表⑥ IT導入後の課題（複数回答）
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図表⑦
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従
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
形
態
は
、
使

用
者
が
Ｉ
Ｔ
機
材
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
自
身
で
揃

え
て
運
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
ク
ラ
ウ
ド
は
、
使
用
者
が
Ｉ
Ｔ
機

材
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
を
持
た
ず
、
専
門
の
業

者
か
ら
借
り
る
形
態
を
と
る
。

そ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
に
は
様
々
な
形
態
、
特

徴
が
あ
り
、サ
ー
バ
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、様
々

な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
大
容
量
デ
ー
タ
の
保
管
場
所

な
ど
が
貸
出
し
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

大
ま
か
に
一
言
で
表
す
な
ら
「
所
有
か
ら
借
用

へ
」
が
ク
ラ
ウ
ド
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

図
で
表
す
と
前
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
形
と
な
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
左
上
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
が
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
利
用
者
は
そ

の
サ
ー
ビ
ス
群
の
中
か
ら
好
き
な
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
し
利
用
料
を
支
払
う
仕
組
み
が
ク
ラ
ウ
ド
と
な

る
。（
図
表
⑦
）

②
ク
ラ
ウ
ド
の
認
知
度

ク
ラ
ウ
ド
の
認
知
度
に
つ
い
て
「
内
容
を
含
め

良
く
知
っ
て
い
る
」「
だ
い
た
い
知
っ
て
い
る
」「
何

と
な
く
わ
か
る
」「
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

を
合
わ
せ
た
比
率
が
組
合
で
は
八
七.

四
％
、
企

業
で
は
九
五.

〇
％
と
い
ず
れ
も
認
知
度
は
高
い
。

（
図
表
⑧
）

③
ク
ラ
ウ
ド
の
関
心
度

ク
ラ
ウ
ド
の
関
心
度
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
関

心
が
あ
る
」「
あ
る
程
度
は
関
心
が
あ
る
」「
少
し

は
関
心
が
あ
る
」
を
合
わ
せ
た
回
答
は
、
組
合
で

六
九.

七
％
、
企
業
で
は
八
七.

六
％
と
い
ず
れ
も

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。（
図
表
⑨
）

一
方
、「
ま
っ
た
く
関
心
は
な
い
」
は
組
合
で

二
七.

七
％
、
企
業
で
一
一.

六
％
と
な
っ
た
。

④
ク
ラ
ウ
ド
に
関
心
の
な
い
理
由

前
問
で
「
ま
っ
た
く
関
心
は
な
い
」
と
回
答
し

た
組
合
や
企
業
に
対
し
て
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
」
が
組
合
で

五
七.

六
％
、
企
業
で
四
三.

三
％
と
い
ず
れ
も
半

数
前
後
回
答
し
て
い
る
。

ま
た
、「
投
資
が
大
き
す
ぎ
る
」「
投
資
効
果
が

不
明
」
を
合
わ
せ
た
回
答
は
、
組
合
で
三
六.

三
％
、

企
業
で
二
六.

七
％
回
答
し
て
お
り
、
投
資
に
見
合

う
効
果
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。（
図
表
⑩
）

図表⑧ クラウドの認知度図表⑨ クラウドの関心度

1.7 

10.9 

21.0

33.6 

29.4 

3.4 

0.4 

4.6 

13.1 

32.8 

37.5 

11.6 

0 5 10 15 20 25 30 35 40（％）

不明

全く聞いたことがない

言葉は聞いたことがある

何となくわかる

だいたい知っている

内容を含め良く知っている
企業 

組合 

2.5 

27.7 

42.0

21.8 

5.9 

0.8 

11.6 

34.4 

43.2 

10.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50（％）

不明

まったく関心はない

少しは関心がある

ある程度は
関心がある

非常に関心がある

企業 

組合 

図表⑩ クラウドに関心のない理由
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⑤
ク
ラ
ウ
ド
導
入
状
況

ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
状
況
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

「
導
入
し
て
い
る
」
の
割
合
は
組
合
で
は
七.

六
％
、

企
業
で
は
一
一.

六
％
と
一
割
前
後
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
今
後
導
入
を
検
討
し
て
い
る
」
は
、

組
合
は
九.

二
％
、
企
業
は
二
一.

二
％
で
あ
り
、

組
合
と
企
業
の
間
に
差
が
出
る
結
果
と
な
っ
た
。

一
方
、「
導
入
を
予
定
し
て
い
な
い
」
と
回
答

し
て
い
る
の
は
、
組
合
で
は
七
八.

二
％
、
企
業

で
は
六
三.

七
％
と
か
な
り
高
い
数
値
に
な
っ
て

い
る
。（
図
表
⑪
）

⑥
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
よ
る
コ
ス
ト
面
効
果

ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
し
て
い
る
九
組
合
、
三
〇
社

に
対
し
て
、
コ
ス
ト
面
の
効
果
に
つ
い
て
た
ず
ね

た
と
こ
ろ
、「
十
分
に
効
果
が
あ
っ
た
」
と
し
た

の
は
組
合
で
六
六.

七
％
、
企
業
で
は
六
〇
％
と

⅔
近
く
が
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。
一
方
、「
期

待
し
て
い
た
ほ
ど
効
果
は
な
か
っ
た
」「
従
来
と

あ
ま
り
か
わ
ら
ず
効
果
が
な
か
っ
た
」
を
合
わ

せ
た
回
答
は
組
合
で
は
二
二.

二
％
、
企
業
で
は

三
三.

四
％
と
コ
ス
ト
面
効
果
を
疑
問
視
す
る
回

答
も
見
ら
れ
た
。（
図
表
⑫
）

⑦�

ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ

る
こ
と

組
合
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
よ
る
メ
リ
ッ 

ト
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対 

策
」
が
三
九.

四
％
、「
危
機
管
理
」
が
三
六.

五
％

と
デ
ー
タ
の
保
存
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
を
重

要
視
す
る
回
答
が
上
位
を
占
め
た
。
次
い
で
「
Ｉ

Ｔ
コ
ス
ト
の
削
減
」
が
三
三.

七
％
で
続
い
て
お
り
、

コ
ス
ト
面
も
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。（
図

表
⑬
）

図表⑪ クラウド導入状況

図表⑫ クラウド導入によるコスト面効果

図表⑬ 【組合】クラウド活用によるメリット（複数回答）
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⑧�

ク
ラ
ウ
ド
活
用
が
企
業
の
経
営
課
題
で
助
け
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

企
業
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ド
活
用
が
企
業
の
経

営
課
題
で
助
け
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

と
し
て
、
組
合
同
様
、
上
位
に
「
危
機
管
理
」

六
四.
三
％
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」
四
八.

八
％

と
デ
ー
タ
の
保
存
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
を
重
要

視
す
る
回
答
が
上
位
を
占
め
た
。
ま
た
、「
Ｉ
Ｔ

コ
ス
ト
の
削
減
」
も
四
五.

一
％
と
コ
ス
ト
面
を

重
視
し
た
回
答
が
続
い
て
い
る
。（
図
表
⑭
）

⑨�

組
合
員
が
協
同
し
て
ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
取
り
組

む
こ
と
で
有
効
と
考
え
ら
れ
る
も
の

組
合
員
が
協
同
で
ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
取
り
組
む

際
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
項
目
と
し
て
は
、「
情

報
管
理
」
が
四
一.

五
％
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理

（
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等
）」
が
三
八.

七
％
、「
書

類
作
成
管
理
」
が
三
五.

八
％
な
ど
の
回
答
が
上

位
に
あ
が
っ
て
お
り
、
組
合
組
織
の
強
化
に
活
用

し
た
い
意
向
が
伺
え
る
。（
図
表
⑮
）

⑩
ク
ラ
ウ
ド
導
入
時
に
不
安
に
思
う
こ
と

ク
ラ
ウ
ド
導
入
の
際
に
不
安
に
思
う
こ
と
と

し
て
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
十
分
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
」
が
組
合
で
四
四.

五
％
、
企
業
で

六
六.

一
％
で
あ
り
、
次
い
で
「
本
当
に
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
が
組
合
で

四
七.

三
％
、
企
業
で
五
八.

六
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
組
合
、
企
業
と
も
に
安
全
面
、
コ

ス
ト
面
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。（
図
表
⑯
）

図表⑮ 組合員が協同でクラウド活用に取り組む際の有効項目（複数回答）

図表⑭ 【企業】クラウド活用によるメリット（複数回答）

図表⑯ クラウド導入の際の不安点
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Ⅱ　

ク
ラ
ウ
ド
の
現
状
と
今
後

（
1
）
ク
ラ
ウ
ド
化
へ
の
道
の
り

①
三・一
一
以
降
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
ク
ラ
ウ
ド

三
・
一
一
で
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

人
的
、
物
理
的
被
害
の
甚
大
さ
に
人
間
の
無
力
さ

を
感
じ
た
。
そ
れ
に
加
え
高
度
に
進
化
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
、
情
報
管
理
に
対
す
る
影
響
の
衝
撃
も
ま
た

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
衝

撃
は
次
の
よ
う
に
集
約
で
き
る
。

①�

情
報
の
喪
失
：
市
町
村
の
住
民
デ
ー
タ
、
企

業
の
顧
客
リ
ス
ト
、
生
産
情
報
、
教
育
機
関

の
名
簿
な
ど
の
最
重
要
デ
ー
タ
の
多
く
が
消

失
し
た
。
そ
れ
ら
は
紙
、
あ
る
い
は
自
己
保

有
の
記
憶
装
置
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
は
流
失

し
た
た
め
で
あ
る
。

②�

情
報
処
理
手
段
の
喪
失
：
幸
い
情
報
が
残
っ

た
場
合
で
も
、
そ
れ
を
処
理
す
る
サ
ー
バ
や

パ
ソ
コ
ン
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
ビ
ジ
ネ

ス
は
継
続
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
が
稼
働
可
能

で
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
電
源
や
通
信
回

線
が
稼
働
し
て
い
な
け
れ
ば
正
常
な
稼
働
は

行
わ
れ
な
い
。

こ
れ
ら
へ
の
対
応
策
と
し
て
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を

検
討
し
て
い
く
。

②
中
小
企
業
の
ク
ラ
ウ
ド
化
の
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て

以
降
で
は
今
後
の
中
小
企
業
の
情
報
戦
略
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
く
。
図
表
⑰
は
中
小
企
業
の
ク

ラ
ウ
ド
化
戦
略
マ
ッ
プ
で
あ
る
。

表
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
と
そ
れ
ら
が
担
当
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
業
務
を
定
義
し
、
ク
ラ
ウ
ド
化
へ
の
優
先
度

を
割
り
振
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
の
ゴ
ー
ル
は
、
サ
ー
バ
、
パ
ソ
コ
ン
、

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
別
系
統
で
運
用
す
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
度
に
行
う
こ
と
は
大
き
な
混

乱
を
招
く
。
し
た
が
っ
て
徐
々
に
段
階
を
経
て
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
こ
ら
か
始
め
た
ら
よ
い
の

か
。
答
え
は
「
投
資
費
用
が
小
さ
い
が
劇
的
な
効

果
を
生
む
部
分
」か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

そ
の
観
点
か
ら
み
た
優
先
度
が
一
〜
三
で
あ

り
、
番
号
が
小
さ
い
程
優
先
度
が
高
い
。

最
も
簡
単
で
効
果
的
な
の
は
安
否
情
報
災
害
対

応
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

最
も
導
入
ニ
ー
ズ
が
強
い
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
安
否
情
報
シ
ス
テ
ム
・
災
害
管

理
シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
活
用
で
あ
る
。
例

え
ば
県
内
に
本
社
を
置
い
て
安
否
情
報
シ
ス
テ
ム

を
提
供
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
機
器
や
サ
ー

バ
を
米
国
に
設
置
し
て
い
る
場
合
、
日
本
で
大
災

害
が
発
生
す
る
と
①
自
動
的
に
災
害
を
検
出
し
動

作
を
開
始
す
る
。
②
シ
ス
テ
ム
管
理
者
に
動
作
開

始
を
通
知
し
た
後
、
③
登
録
さ
れ
て
い
る
従
業
員

に
安
否
確
認
の
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。（
回
線
状
況

を
監
視
し
な
が
ら
確
実
に
登
録
者
に
届
く
よ
う
な

制
御
を
行
う
）
④
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
利
用
者
は
、

自
身
の
状
況
や
出
社
の
可
否
な
ど
を
返
信
す
る
。

そ
の
後
、
管
理
者
、
登
録
者
は
時
々
刻
々
そ
の
組

織
の
メ
ン
バ
ー
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
機
能
を
提
供
し
な
が
ら

従
業
員
一
〇
〇
人
以
下
の
企
業
で
活
用
す
る
場
合
、

月
額
数
一
，〇
〇
〇
円
で
利
用
で
き
る
。

次
に
効
果
的
な
の
は
T
V
会
議
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
S
k
y
p
e
な
ど
を
利
用
し
た

W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
と
な
る
。
こ
れ
は
離
れ
た

場
所
間
で
音
声
・
映
像
を
通
じ
た
会
議
を
可
能
と

す
る
も
の
。
国
内
間
だ
け
で
な
く
日
本
・
海
外
間

で
T
V
会
議
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
同
じ

こ
と
は
自
ら
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
必
要
な
機
器

を
揃
え
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
が
、
導
入
に
は
一
，

〇
〇
〇
万
円
程
か
か
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
保

守
や
修
理
で
数
一
〇
万
円
必
要
と
な
る
。
対
し
て

S
k
y
p
e
な
ど
を
利
用
し
た
T
V
会
議
シ
ス
テ

ム
で
あ
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
構
築
や
保
守
・
修
繕
も

ほ
と
ん
ど
必
要
な
く
な
り
、
費
用
は
S
k
y
p
e

の
利
用
料
を
含
め
て
も
二
〇
数
万
円
と
な
る
。

三
番
目
に
デ
ー
タ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
で
あ
る
。
近

年
の
技
術
進
歩
に
よ
り
、
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
預

図表⑰

大分類 中分類 小分類 優先度

サーバ

災害 安否情報災害対応 1

基幹 メール関連認証関
連 2

事務 財務・会計人事・
給与 2

生産流通 生産・物流在庫・
受注 3

パソコン（端末） 共通 業務用研究・開発 3

コミニュケーション TV会議 TV会議国際回線 1

データ 全てのデータ
基本文書経営・顧
客社員・生産流通・
研究開発

1

8中小企業静岡 2013.9

組合活性化情報

25年09月号_本文.indd   8 13/08/28   10:17



け
て
保
存
し
て
お
く
の
に
も
月
額
数
一
〇
〇
円
〜

数
一
，〇
〇
〇
円
と
小
額
の
費
用
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
デ
ー
タ
保
存
機
器
や
そ
れ
を
置
く
た

め
の
場
所
を
自
ら
用
意
す
る
と
な
る
と
膨
大
な
費

用
が
か
か
る
上
に
、
設
備
設
置
場
所
が
自
社
内
で

あ
れ
ば
災
害
時
に
壊
れ
る
確
率
が
非
常
に
高
い
。

（
2
）
ク
ラ
ウ
ド
活
用
例

実
際
に
ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
し
活
用
し
て
い
る
組

合
や
企
業
を
例
に
と
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
不
安
項

目
に
上
が
っ
た
「
安
全
面
」「
コ
ス
ト
・
効
率
面
」

な
ど
の
問
題
へ
の
対
処
を
見
て
い
く
。

①
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

・
デ
ー
タ
保
全
対
策

建
設
・
不
動
産
業
の
A
社
で
は
、
セ
ー
ル
ス

フ
ォ
ー
ス
社
が
提
供
し
て
い
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
利
用
し
て
い
る
が
、
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
社

を
採
用
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー

ス
社
自
身
が
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
海
外
に
持
ち
、

国
内
よ
り
も
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
攻
撃
を
受
け

に
く
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

・
B
C
P
対
策

運
送
業
を
営
む
B
社
で
は
、
本
社
施
設
内
で

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
き
た
が
、
地

震
や
火
災
等
で
機
器
が
損
傷
し
デ
ー
タ
が
消
失
す

る
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
。
仮
に
災
害
等
で
本
社
施
設

に
損
傷
が
発
生
し
て
も
デ
ー
タ
の
消
失
を
免
れ
る

よ
う
、
遠
隔
地
に
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お
く
体
制

を
構
築
し
た
。

②
業
務
の
効
率
化

旅
館
業
を
営
む
D
旅
館
は
、
そ
れ
ま
で
宿
泊
台

帳
へ
の
記
入
を
手
書
き
で
行
っ
て
い
た
が
、
手
間

が
か
か
り
ミ
ス
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ウ

ド
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
管
理
し
た
と
こ

ろ
、
予
約
業
務
や
顧
客
管
理
、
従
業
員
間
で
の
情

報
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
業
務
の
効
率
化

や
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
業
務
効
率
化
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
群
を
ク

ラ
ウ
ド
に
て
提
供
し
て
い
る
サ
イ
ト
も
あ
る
。

図
表
⑱
は
全
国
の
設
備
業
者
（
電
気
工
事
業
、

管
工
事
業
）
の
I
T
推
進
を
支
援
す
る
全
国
設
備

業
I
T
推
進
会
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
業
界
の
情
報
提
供
、

経
営
相
談
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

中
に
設
備
業
向
け
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

見
積
り
作
成
、
原
価
管
理
、
財
務
会
計
、
デ
ー
タ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
業
務
を
効
率
化
す
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
別
途
初
期
設
定
費
が
か
か
る
も
の
も
あ

る
が
月
額
数
千
円
〜
数
万
円
で
利
用
で
き
る
。

以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ド
は
、
設
備
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
自
ら
揃
え
て
運
用
す
る
の
で
は

な
く
、
専
門
業
者
が
用
意
し
た
も
の
を
借
用
す
る

も
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

業
務
や
管
理
の
効
率
化
、
デ
ー
タ
保
全
対
策
、
情

報
共
有
、
開
発
期
間
の
短
縮
な
ど
の
業
務
面
は
も

と
よ
り
、
多
大
な
初
期
投
資
を
抑
え
、
シ
ス
テ
ム

の
保
守
負
担
を
大
幅
に
抑
制
す
る
な
ど
、
コ
ス
ト

面
で
の
削
減
効
果
も
大
き
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
み
く
も
に
ク
ラ
ウ
ド
に
す

れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。

ク
ラ
ウ
ド
導
入
が
目
的
に
な
る
の
で
は
な
く
、

業
務
の
あ
る
べ
き
姿
や
課
題
を
明
確
に
し
た
上

で
、
そ
の
対
応
手
段
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
導
入
を
行

う
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
導
入
前
に
は

可
能
な
限
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
に
問
合
せ
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
や
提
供
内
容
、
万
が
一
の

保
証
な
ど
の
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。

図表⑱
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静岡労働局からのお知らせ

平成25年10月1日から、食品加工用機械についての規定を追加した
改正「労働安全衛生規則」が施行されます

平成25年10月１日から、食品加工用機械について、作業の特性に応じた安全対策を義務付けた労働安全衛生規則
（以下「安衛則」という）が施行されます（平成25年４月12日改正安衛則公布）。改正条文は、以下のとおりです。

※詳しくは、静岡労働局ホームページ（http：/shizuoka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）の「法改正・制度改正のコー
ナー」をご参照ください。
【お問い合わせ先：静岡労働局 労働基準部 健康安全課　TEL 054-254-6314】

食品加工用切断機・切削機の対策
安衛則第130条の2  食品加工用切断機又は食品加工用切削機（※1）の覆い等の設置について

※1… スライサー、チョップカッター、バンドソー等の刃部により、食品の原材料の切断又は切削を行う機械をいう。

安衛則第130条の3  前条の機械に原材料を送給する場合における危険の防止について
安衛則第130条の4  第130条の2の機械から原材料を取り出す場合における危険の防止について

食品加工用粉砕機・混合機の対策
安衛則第130条の5   食品加工用粉砕機又は食品加工用混合機（※2）の開口部からの転落等における危険の

防止について
※2… ミキサー、ミル、らいかい機等の回転する可動部分によって、食品の原材料の粉砕、破砕、混合、混練又は攪拌を行う機械をいう。

安衛則第130条の6  前条の機械に原材料を送給する場合における危険の防止について
安衛則第130条の7  第130条の5の機械から内容物を取り出す場合における危険の防止について

食品加工用ロール機の対策
安衛則第130条の8  食品加工用ロール機（※3）の覆い等について

※3…製麺用ロール機、製菓用ロール機等の食品の原材料を圧延する機械をいう。

食品加工用成形機・圧縮機の対策
安衛則第130条の9  食品加工用成形機又は食品加工用圧縮機（※4）による危険の防止について

※4… おにぎりの成形機、マカロニの押し出し機、果実の圧搾機等の圧力を加えることによって食品の原材料の成形、型抜き、圧縮又は
圧搾を行う機械をいう。

機械の「調整の作業」を機械の運転停止義務の範囲に追加
安衛則第107条  掃除等の場合の運転停止等について

1 切断等を行う機械（例：チョップカッター）2 混合等を行う機械（例：ミキサー）

切断・切削
44%

その他
25%

切断・切削
44%

粉砕・混合 13%
ロール 7%

供給コンベヤベルト歯車 7%

成形・圧縮 4%

その他
25%

食品加工用機械の可動部分別の災害割合
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東
北
大
震
災
以
降
、
防
災
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
中
、
災
害
時
の
文
化

財
救
出
活
動
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

阪
神
大
震
災
で
文
化
財
を
救
出
し
た
他
地

区
の
活
動
事
例
を
知
り
、
平
成
一
九
年
六
月

に
紙
繊
維
分
析
家
、
写
真
家
、
紙
や
絹
素
材

の
専
門
家
な
ど
文
化
財
の
保
存
・
修
理
に
関

わ
る
六
人
と
共
に
組
合
設
立
に
参
画
し
た
の

が
友
田
氏
で
あ
る
。

「
組
合
は
被
災
・
破
損
し
た
文
化
財
の
修

理
に
関
す
る
総
合
窓
口
と
し
て
組
織
し
ま
し

た
」と
設
立
当
初
か
ら
理
事
と
し
て
活
躍
し
、

平
成
二
〇
年
五
月
に
理
事
長
に
就
任
し
た
。

文
化
財
に
は
建
造
物
、
彫
刻
、
工
芸
品
な

ど
多
く
の
分
野
が
あ
る
が
、
当
組
合
は
紙
、

絹
、
写
真
や
染
織
物
に
関
す
る
も
の
を
得
意

分
野
と
し
て
い
る
。

「
個
人
で
は
得
意
分
野
以
外
の
修
理
相
談

へ
の
対
応
は
十
分
に
行
え
な
い
場
合
も
あ

る
。
で
も
各
分
野
の
専
門
家
が
集
っ
た
組
合

と
し
て
な
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
と

な
り
ま
す
」
と
総
合
窓
口
の
意
義
を
語
る
。

ま
た
、「
私
共
は
、
文
化
財
は
行
政
に
指

定
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
旧
家
に
あ
る

家
系
図
な
ど
も
歴
史
を
伝
え
る
文
化
財
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
広
範
囲
に
及
ぶ
災

害
時
に
は
文
化
財
を
多
く
の
人
と
協
力
し
て

救
出
し
、
修
理
す
る
こ
と
が
重
要
と
提
唱
。

市
民
向
け
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会
や
専
門

家
に
よ
る
文
化
財
修
理
講
座
を
年
数
回
開
催

し
、
文
化
財
へ
の
興
味
関
心
を
日
頃
か
ら
喚

起
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
二
五
年
二
月
に
は
静
岡
県

中
央
会
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
、
東
海
大

震
災
へ
の
対
応
を
テ
ー
マ
と
し
た
『
災
害
か

ら
文
化
財
を
ま
も
る
為
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

を
開
催
。

「
当
日
の
講
演
内
容
と
、
被
災
し
た
古
文

書
の
取
り
扱
い
方
法
を
記
し
た
冊
子
を
作
成

し
、
県
内
の
文
化
財
所
有
者
四
〇
〇
人
弱
の

方
に
配
布
し
ま
し
た
」と
地
道
に
活
動
す
る
。

現
在
は
静
岡
市
内
で
装
潢
（
そ
う
こ
う
）

分
野
の
文
化
財
の
修
理
を
行
う
株
式
会
社
墨

仁
堂
の
役
員
を
務
め
る
。

「
装
潢
と
は
、
古
文
書
な
ど
の
よ
う
に
紙

や
絹
で
構
成
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
こ
と
。

文
化
財
修
理
で
は
、
手
で
行
う
作
業
の
前
に

使
わ
れ
て
い
る
材
質
を
調
べ
、
使
用
す
る
材

料
を
決
定
し
ま
す
。
そ
の
調
査
や
検
査
は
、

実
体
顕
微
鏡
、
分
光
測
色
計
機
な
ど
最
新
の

機
器
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま
す
」
と
伝
統
の

技
術
と
最
新
機
器
に
よ
る
科
学
的
な
手
法
を

組
み
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
る
。

な
お
、「
作
業
と
作
業
の
間
に
乾
燥
工
程

が
あ
る
場
合
は
、
乾
燥
さ
せ
る
の
に
一
〜

二
ヵ
月
か
か
り
ま
す
」。

中
に
は
完
成
ま
で
の
修
理
期
間
は
一
年
を

超
え
る
こ
と
も
あ
り
、
作
業
に
は
修
理
技
術

に
加
え
根
気
も
必
要
だ
。

当
業
界
の
道
を
選
ん
だ
理
由
は
「
小
さ
い

頃
か
ら
古
い
も
の
に
興
味
が
あ
り
、
手
を
動

か
す
の
が
好
き
で
し
た
か
ら
」。

「
一
人
で
も
多
く
の
方
に
文
化
財
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
育
ん
で
き
た

文
化
や
歴
史
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。

協同組合静岡文化財保存修理センター
友田千恵 理事長

被災・破損した
文化財の
修理に関する
総合窓口

組合活性化情報
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八
月
四
日
、
静
岡
大
工
建
築
業
協
同

組
合︵
長
倉　

平 

理
事
長
︶主
催
の「
第

一
五
回
静
岡
大
工
ま
つ
り
」
が
、
静
岡

市
葵
区
の
葵
区
青
葉
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

行
わ
れ
た
。
静
岡
市
の
地
元
木
材
の
魅

力
を
伝
え
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

”親
子
で
ふ
れ
あ
い
“
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
開
催
。静
岡
室
内
装
備
畳
協
同
組
合
、

静
岡
建
具
協
同
組
合
、
静
岡
木
材
業
協

同
組
合
、
静
岡
市
板
金
組
合
、
静
岡
市

左
官
組
合
な
ど
地
元
の
伝
統
建
築
に
携

わ
る
組
合
を
中
心
に
連
携
し
、
静
岡
市

産
の
ス
ギ
材
を
使
っ
た
木
工
教
室
や
木

製
パ
ズ
ル
コ
ー
ナ
ー
、
畳
イ
グ
サ
で

作
っ
た
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
木

工
小
物
、
板
金
小
物
、
銅
板
の
ヘ
ラ
出

し
な
ど
を
行
い
、
親
子
で
様
々
な
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
。

上
棟
式
の
実
演
で
は
、
同
組
合
の
ベ

テ
ラ
ン
大
工
職
人
が
伝
統
の
木
や
り
の

歌
を
披
露
し
た
。
続
く
餅
投
げ
で
は
、

集
ま
っ
た
子
供
達
を
喜
ば
せ
た
。

長
倉
理
事
長
は
「
静
岡
の
伝
統
建
築

を
継
承
す
る
我
々
の
組
合
は
、
こ
れ
ま

で
静
岡
市
内
の
ス
ギ
や
ひ
の
き
を
活
用

し
住
宅
を
建
築
し
て
き
ま
し
た
。
年
間

を
通
じ
て
「
快
適
」
に
生
活
で
き
る
住

宅
を
目
指
し
、
静
岡
の
気
候
風
土
を
最

大
限
に
考
慮
し
、
風
や
光
な
ど
自
然
の

恵
み
を
活
か
し
つ
つ
、
材
質
に
地
元
木

材
等
の
天
然
素
材
を
多
く
使
用
し
た
省

エ
ネ
型
の
住
ま
い
を
得
意
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
住
む
人
の
健
康
を
気
遣
っ
た

住
宅
や
建
材
を
厳
選
し
て
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
症
候
群
、
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
も
実
施
。
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆

ち
ゃ
ん
も
子
供
達
の
成
長
を
見
守
り
、

使
い
勝
手
が
良
く
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る

住
ま
い
を
、
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
話

す
。

同
組
合
と
静
岡
市
建
具
協
同
組
合
と

の
組
合
連
携
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
新
商

品
「
畳
チ
ェ
ア
」
の
展
示
発
表
会
が
、

八
月
四
日
、
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
催
し
は
、
同
市
葵
区
青
葉
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
行
わ
れ
た
第
一
五
回
「
静

岡
大
工
祭
り
」
の
畳
組
合
ブ
ー
ス
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、
畳
チ
ェ
ア
は
長
椅
子

座
面
に
特
製
の
畳
を
施
し
た
提
案
型
コ

ラ
ボ
商
品
と
し
て
披
露
さ
れ
た
。
住
宅

用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
畳
を
使
用

し
た
本
格
的
な
つ
く
り
で
、
天

然
杉
の
木
目
を
活
か
し
た
建

具
と
新
畳
の
風
合
い
が
マ
ッ

チ
し
、
空
間
に
落
ち
着
き
を
与

え
て
い
る
。

「
家
庭
用
の
玄
関
ベ
ン
チ
や

商
業
用
店
舗
入
口
の
待
合
所

な
ど
用
途
は
様
々
。
靴
を
脱
ぐ

履
く
・
腰
掛
け
る
・
荷
物
を
置

く
機
能
と
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ

イ
ン
、
頑
丈
さ
を
備
え
た
意
欲

作
」
と
同
組
合
の
新
海
理
事
長

は
出
来
栄
え
に
自
信
を
持
つ
。

来
場
者
は
珍
し
さ
も
あ
っ

て
、
椅
子
に
触
れ
た
り
座
っ
た

り
と
畳
の
感
触
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
当
日
は
縁
無
し
畳
の
材
料
を

活
用
し
「
靴
の
中
敷
き
作
り
」
の
製
作

コ
ー
ナ
ー
や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
畳
小
物

の
製
作
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
訪
れ
た
家

族
客
ら
で
賑
わ
っ
た
。

「
畳
は
、
誰
で
も
昔
か
ら
馴
染
み
の

あ
る
日
本
の
文
化
。
そ
の
奥
深
さ
や
可

能
性
を
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
新
海
理
事
長
は
語
っ
た
。

建
具
組
合
と
の
コ
ラ
ボ
商
品﹁
畳
チ
ェ
ア
﹂発
表

静
岡
市
室
内
装
備
畳
協
同
組
合

第
一
五
回
静
岡
大
工
ま
つ
り
開
催静岡

大
工
建
築
業
協
同
組
合

▶
商
品
説
明
を
す
る
新
海
理
事
長

▲挨拶する長倉理事長（右から一人目）

12中小企業静岡 2013.9

組合活性化情報

組合の動き

25年09月号_本文.indd   12 13/09/02   15:59



を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
、
引
き
上

げ
の
判
断
を
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
る
。

消
費
税
増
税
に
際
し
て
は
、
そ
の
経

理
処
理
、
表
示
方
法
、
増
税
時
期
に
ま

た
が
る
請
負
契
約
の
締
結
方
法
、
転
嫁

拒
否
行
為
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
問
題

が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
中
央
会
担
当

者
は
「
今
後
は
講
習
会
や
組
合
へ
の
専

門
家
派
遣
を
行
う
予
定
で
す
。
組
合
が

消
費
税
増
税
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
話
す
。

お
お
い
が
わ
A
k
in
d
o
事
業
協
同

組
合
と
大
井
川
商
工
会
は
、
七
月
二
七

日
、『
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
i
n
お
お
い

が
わ
』
を
焼
津
市
大
井
川
庁
舎
市
民
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
同
組
合
員
が
食
料
品
、
婦

人
衣
料
、
雑
貨
を
扱
う
販
売
コ
ー
ナ
ー

や
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど

の
夜
店
を
出
店
し
、
大
勢
の
来
場
者
で

賑
わ
っ
た
。

会
場
の
一
角
に
は
、
大
井
川
港
で
水

揚
げ
さ
れ
た
焼
津
産
サ
ク
ラ
エ
ビ
を
使

用
し
て
同
組
合
員
が
開
発
し
た
、丼
物
、

チ
ュ
ロ
ス
、
ク
ッ
キ
ー
、
コ
ロ
ッ
ケ
な

ど
、
い
ず
れ
も
工
夫
を
凝
ら
し
食
欲
を

そ
そ
る
九
種
類
の
新
商
品
が
並
ん
だ
。

こ
れ
は
、
全
国
で
も
大
井
川
港
漁
協

と
由
比
港
漁
協
し
か
行
っ
て
い
な
い
サ

ク
ラ
エ
ビ
漁
を
広
く
P
R
し
よ
う
と
以

前
か
ら
商
品
開
発
し
て
い
た
も
の
。

こ
の
日
初
め
て
販
売
さ
れ
、「
新
商

品
は
良
い
評
価
を
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
山
村
理
事
長
は
手
応
え

を
感
じ
た
。

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
開
催
は
初
の
試

み
と
な
っ
た
が
、
今
回
の
成
功
を
受
け

「
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
組
合
活
動

を
通
じ
て
、
大
井
川
の
ま
ち
を
よ
り
元

気
に
し
て
い
き
た
い
」
と
山
村
理
事
長

は
語
っ
た
。

静
岡
県
中
央
会
は
、
静
岡
市
内
の
県

産
業
経
済
会
館
五
階
会
議
室
で
、
消
費

税
増
税
へ
の
対
応
と
し
て
無
料
個
別
相

談
会
を
八
月
二
〇
日
に
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
静
岡
県
中
央
会
が
全
国
中

央
会
よ
り
受
託
し
て
行
っ
て
い
る
消
費

税
増
税
へ
の
対
応
円
滑
化
を
図
る
た
め

の
事
業
の
一
環
と
し
て
開
い
た
も
の
。

静
岡
会
場
の
他
に
も
沼
津
、
浜
松
で

同
様
の
相
談
会
を
行
い
、
合
計
一
〇
組

合
が
相
談
に
訪
れ
た
。

こ
の
日
相
談
に
対
応
し
た
専
門
家
の

税
理
士
は
、「
後
々
困
る
と
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
、
増
税
の
影
響
を
検
討
し
て

早
め
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
」
と
話
す
。

ま
た
、
相
談
者
の
一
人
は
「
専
門
家

に
直
接
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
。
増
税
に
な
っ
た
場

合
に
は
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

な
お
、
消
費
税
率
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
五
％
か
ら
平
成
二
六
年
四
月
一
日

に
八
％
、
平
成
二
七
年
一
〇
月
一
日
に

一
〇
％
と
そ
れ
ぞ
れ
経
済
財
政
状
況
等

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
i
n
お
お
い
が
わ
を
開
催

お
お
い
が
わ
A
k
in
do
事
業
協
同
組
合

▲賑わうナイトバザール

▶
焼
津
産
サ
ク
ラ
エ
ビ
を
使
用
し
た
新
商
品

消
費
税
増
税
へ
の
対
応
と
し
て

無
料
個
別
相
談
会
を
実
施

静
岡
県
中
央
会

▲個別相談の様子（左が専門家）
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＊所得補償プランについてのお問い合わせ等は下記へ
静岡県協同振興株式会社

静岡市葵区追手町44-1　静岡県中小企業団体中央会 内
TEL：054-251-1637　FAX：054-251-1690

中央会がお勧めする所得補償プラン
静岡県中小企業団体中央会では、新たに所得補償プランを導入しました。
これまでの共済制度と同様に、皆様の福利厚生にお役立てください。
なお、制度の説明や加入手続きについては、中央会の保険代理店である静岡県協同振興㈱が担当いた
します。

団体所得補償プラン

組合役員及び組合員事業所の経営者・役員・従業員の方々を対象に病気やケガによる損害を補償する
制度です。

《特　徴》
（1） 月々の所得を補償
	 病気・ケガで入院・医師の指示による自宅療養中の所得を補償します。

（2） 最長1年間の長期補償
	 	補償の対象となる期間は、支払対象外期間（免責）４日を超えた就業不能期間で、かつ対象
期間は１年間の長期補償です。

（3） 団体割引20%
	 掛金は団体割引が適用され、通常より20％お安くなっています。

（4） ケガによる万一の死亡・後遺障害も補償
（5） 天災補償
	 地震・津波・噴火によって被った、身体障害による就業不能も補償します。

（6） 精神障害による就業不能も補償
	 躁うつ病・神経衰弱・アルツハイマー症などの精神障害による就業不能も補償します。

（7） 病気・ケガによる重度障害も補償
	 万一重度障害になられた場合には、そのリスクに備え一時金を支給します。

	 補償金額の違いにより、α型からⅦ型までの8タイプを用意。

補　償　内　容 補　　償　　金　　額
α型 Ⅶ型

所得補償（月額）  10万円  100万円
死 亡 後 遺 障 害 200万円 5000万円
重　度　障　害 100万円  500万円
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〜税務署からのお知らせ〜

▶�事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度について、
平成26年1月から対象となる方が拡大されます。

　※�現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の事業所
得等の金額の合計額が300万円を超える方です。

◎対象となる方
　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。
　※所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

◎記帳する内容
　売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・
仕入先その他の相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額等を帳簿に
記載します。
　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記載する
など、簡易な方法で記載してもよいことになっています。

◎帳簿等の保存
　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った
請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。

　【帳簿・書類の保存期間】

保存が必要なもの 保存期間

帳簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） 7年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） 5年

書類

決算に関して作成した棚卸表その他の書類

5年業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、
送り状、領収書などの書類

平成26年1月から

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

平成26年1月からの記帳・帳簿等保存制度
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（平成25年7月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・�原料となる魚が価格高騰となる傾向にあり、購買が鈍化
している。水産加工品は魚価高騰分を販売価格に転嫁で
きない状況のため、業界を苦しめている。（水産食料品）
・�組合員の高齢化のため、織布業の減少が増加。廃業企業が
多く、総合的に不況ムードが漂っている。（織物業）
・�明らかに消費税増税に向けた、駆け込み需要を感じる。（製材）
・�電力料等のコスト増に対し、価格修正が進んでいない。再
生紙の事業部門を閉鎖するメーカーが、すでに出てきて
いる。（パルプ・紙・紙加工品）
・�印刷用紙の値上がりが収益を悪化させている。（印刷）
・�対前年比150％の売上。消費税増税に対する駆け込み出荷
かと思われる。一方で、来年度の反動が憂慮される。（セメ
ント・同製品）
・�大企業、商社からの受注は海外向けを中心に回復傾向に
あるものの、中小企業の設備更新の動きは鈍く、国内工場
の生産性並びに技術レベルの低下が危惧される。（生産用
機械器具）
・�前月以降の猛暑により、エアコンの需要が大きく伸びた。
生産は夏季休暇に入るまではフル生産が続くと思われ
る。（電気機械器具）
・�引き続き前年比減の生産状況が続いている。特に登録車（４
輪）の減少が大きく、受注部品の車種構成により企業間で売
り上げ減の大きさにバラツキが出ている。（輸送用機械器具）
・�採算割れの受注はあるものの、受注の減少は依然として
続いている。（輸送用機械器具）

■非製造業
・��公共工事関係は徐々に回復傾向が見られ、出荷量は本年
に入り始めて前年実績を確保した。（セメント卸）
・�猛暑により白物商品が好調（エアコン、冷蔵庫など）。当業
界にとっては有り難く、組合員に奮起を促す。（家電小売）
・�円安及び原油高騰（エジプト政情不安等）により仕入値が
高騰したが、販売単価への転嫁が遅れ、収益縮小。また４
〜７月の需要減退により、販売数量は前年割れ。（燃料）
・�本商店街周辺の商店街にてイベントがあり、大勢の人通
りがあった。売上は増加し収益も好転したが、これが今後
継続するかというと疑問である。（商店街）
・�消費税率アップを見据えて駆け込み需要が見られる。た
だし、地方都市では盛り上がりに欠ける。地方では人口流
出が進むなか、東日本大震災以降沿岸部からの転出が顕
著に。（不動産取引）
・�建築工事は民間の個人住宅が堅調。あわせて土木工事等
官庁からの発注件数も増加傾向。（総合工事）
・�受注件数に対し、労働者が不足している。（設備工事）
・�猛暑が続いたことで飲料関係の荷動きは例年同月比10％
程度増加となった。しかし、諸事情により原油価格が一層
値上がりを増し運賃低下状態に追い討ちをかけるように
収益を圧迫している。（道路貨物運送）
・�他者との競合が激しく、単価が安いため成約価格も低く
なる。そのため件数が昨年と同件数でも、全体的に売上は
減少となる。（道路貨物運送）
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景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ 組合活性化情報

〇 ７月の前年同月比のDI値は、「売上高」「在庫数量」「販売価格」「取引条件」「収益状況」「資金繰り」「設備操業度」
「業界の景況」の８項目が改善。
　製造業は、前月との比較で９項目全てにて改善した。
　 非製造業は、前月との比較で「売上高」「在庫数量」「販売価格」「取引条件」「収益状況」「業界の景況」の
６項目において改善した。
〇 中小企業の景況は、消費税増税を見据え住宅関連で駆け込み需要による改善が見られる。また猛暑の影響で
エアコンの製造・販売、飲料水の需要が増加。一方で、海外情勢によるさらなる原油価格上昇から、資材等
を含めコストが上昇。今月は全般的に回復傾向となったが、今後の推移には注視する必要がある。

概　況

「売上高」「収益状況」「業界の景況」など8つの項目にて改善
～住宅関連で消費税増税前の駆け込み需要。一方で原油価格のさらなる上昇に懸念～

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H25.07 －13.8 －23.0 －2.3 －9.2 －27.6 －15.0 －12.8 －11.5 －24.2 

DI値

H25.06 －27.6 －18.0 －9.2 －15.0 －35.6 －18.4 －41.1 －10.3 －29.9 

H25.6→H25.7 13.8↑ －5.0↓ 6.9↑ 5.8↑ 8.0↑ 3.4↑ 28.3↑ －1.2↓ 5.7↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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主要三指標DI値推移（過去10年間）
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静岡県ワーク・ライフ・バランスシンポジウム
参加者募集

職場での“ホウレンソウ禁止”など、常識に捉わ
れない取組を実践し、『日本一「社員」が幸せな会社』
として有名な企業があります。取組がどのようにワー
ク･ライフ･バランスと結びつくのか、その事例を聴い
てみませんか。
日　 時 10月15日（火）（開場12：45）13：30〜16：30

会　 場
静岡県男女共同参画センター
「あざれあ」大ホール
〒422-8063 静岡市駿河区馬渕1-17-1

内　 容

〇基調講演
　「社員が幸せになれば、企業も幸せになれる。」
　 講　師
　・未来工業㈱
　　　取締役相談役　山田昭男氏
〇パネルディスカッション
　 パネリスト
　・㈲伊豆介護センター
　　　　　　　　代表取締役　稲葉雅之氏
　・㈱松岡カッター製作所
　　　　　　　　取締役　　　松岡慶子氏
　・㈱柳原新聞店
　　　　　　　　代表取締役　柳原一貴氏
　 コーディネーター
　・富田中小企業診断士事務所
　　　　　　　　代表　　　　富田哲弥氏

対 象 者 企業経営者、人事労務担当者や従業員、関心のある方

定 員 等 300名（先着順）　※参加費無料

申込期限 ※先着順　10月10日（木）まで
定員になり次第、受付を終了します。

主 催 静岡県

共 催 静岡県中小企業団体中央会ほか

●お申し込み
詳細につきましては、
静岡県労働政策課ホームページをご覧ください。

しずおか労働福祉情報　検索

●お問い合せ
静岡県経済産業部 就業支援局 労働政策課
労働経済班　TEL：054-221-2338

平成25年度　中小企業次世代育成支援取組促進事業
	 アドバイザー派遣事業のご案内

中小企業も「一般事業主行動計画」を作りましょう！
静岡県中小企業団体中央会では、静岡県から委託

を受けて、「一般事業主行動計画」※1の策定、両立支
援制度の導入、人事・労務管理全般に関して、アド
バイザー（社会保険労務士）の派遣による個別相談

（無料）を実施しております。（派遣対象は労働者100
人以下の中小企業とさせていただきます。）

仕事と家庭との両立支援に関する助成金の多くは、
「一般事業主行動計画」の策定が支給要件となってお
ります。「一般事業主行動計画」の策定をご希望の事
業所は、下記にお問い合せ下さい。
※1�「一般事業主行動計画」は「次世代育成支援対策推進法」（平
成15年制定・平成17年4月施行）に規定されるもので、「仕
事と家庭の両立を図る雇用環境の整備」に通じる取り組み
について企業が策定する計画です。
現在、「一般事業主行動計画」の策定は、従業員数101人以
上の企業は義務化されており、100人以下の企業は努力義
務となっております。

●お問い合せ・お申し込み
静岡県中小企業団体中央会 労働対策課 菊池
〒420-0853 静岡市葵区追手町44-１
TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673
お申込必要事項　企業名・ご担当者（役職／氏名）
郵便番号・住所・TEL ／ FAX・従業員数

ワーク・ライフ・バランスに係る助成金
ワーク・ライフ・バランスに関する労働局の助成
金の申請にあたっては、一般事業主行動計画の策定、
届出が条件となっています。
1　中小企業両立支援助成金
　� ①代替要員確保コース�※1
　� ②休業中能力アップコース�※1
　� ③継続就業支援コース�※2
　� ④期間雇用者継続就業支援コース�※1

� ※1（対象：従業員300人以下の事業所）
� ※2（対象：従業員100人以下の事業所）
2　子育て期短時間勤務支援助成金
3　事業所内保育施設設置・運営等支援助成金

●お問い合せ
静岡労働局雇用均等室（TEL：054-252-5310）

無料
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〜知ってる？使ってる？社員イキイキ、
社長にっこりの素敵なサービス〜

勤労者福祉サービスセンターをご利用ください。

県内16箇所の中小企業勤労者福祉サービスセン
ター（SC）では、中小企業で働く皆さんに、個々の
事業所では行うことができない多彩な福利厚生サー
ビスを少ない負担でご提供しています。

●どんなサービスがあるの？
こんな時には･･･ サービスの内容

わくわく働くためには、
まず健康

人間ドックの補助、健康診断
の補助

僕も私もキャリアアップ！ 自己啓発をはかるための各種
講座開催・受講補助

でもたまには
息抜きも必要だよね

宿泊・レジャー施設の割引利
用、イベント開催

家族もいるし、
老後の心配も･･･

退職金制度の掛金補助、
住宅融資制度等の紹介

人生、いつ何時、
何があるか分からない！

慶弔給付／見舞金給付
（相互共済制度）

●�費用が心配･･･ご心配なく！月々わずかな会費で様々な
サービスが受けられます。
入会金 200円〜1,000円 事業主の全額負担
月会費 500円〜1,000円 事業主と従業員双方

の負担

●近くのセンターに行かなくっちゃ！
　会費やサービス内容は団体により異なりますので、お勤め・
お住まいの地域の団体までお問い合わせください。

団体名 電話番号

東
　
部

伊東市勤労者共済会 0557-38-7237
熱海市勤労者共済会 0557-86-5675
駿東勤労者福祉SC 0550-87-7575
沼津市・清水町勤労者共済会 055-934-1294
三島函南勤労者福祉SC 055-973-1930
富士市勤労者福祉SC 0545-55-2892
富士宮市勤労者共済会 0544-28-0737

中
　
部

静岡市勤労者福祉SC 054-251-2318
志太勤労者福祉SC 054-628-9882
藤枝市勤労者福祉SC 054-645-2044
島田榛北勤労者福祉共済会 0547-36-7733
榛南地区勤労者共済会 0548-22-9671

西
　
部

小笠掛川勤労者福祉SC 0537-35-0298
磐田市勤労者福祉SC 0538-37-4566
遠州ライフサポートセンター 0538-48-8522
浜松市･湖西市勤労者共済会 053-471-5900

●お問い合せ　各サービスセンター・共済会
または静岡県経済産業部 就業支援局
労働政策課　TEL：054-221-2814
HP：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/kyousai/kyousaikai.html

平成25年度　経済産業省中小企業庁委託
「企業の社会的責任と人権」のセミナー

公益財団法人人権教育啓発推進センターでは、経
済産業省中小企業庁委託による「平成25年度『企業
の社会的責任と人権』セミナー」を横浜・静岡・大阪・
岡山の４会場で開催いたします。

企業は、ISO26000（あらゆる組織の社会的責任に
関する国際ガイダンス規格）、そして、JIS Z 26000

（ISO26000国内規格）の制定により、社会を構成する
一員（企業市民）としての責任を果たすことが求め
られ、対外的な企業活動だけでなく、あらゆる面で人
権に配慮することが重要です。

そこで、本セミナーでは企業の（CSR）の推進や人
権啓発活動等に大いに役立つ、先進的な取組やユニー
クな取組を実践する企業の事例をご紹介します。

企業や地方公共団体の人権研修・啓発及びCSRに
関する部門に携わる皆様に、是非ともご来場いただき
たくご案内申し上げます。
●開催日時　10月３日（木）13：30〜17：30

（12：40より受付開始）
●会　　場　〒422-8063 静岡市駿河区馬淵1-17-1
静岡県男女共同参画センターあざれあ�６F・大ホール

　※JR静岡駅北口より徒歩約9分
●セミナーの構成
・基調講演：池田　耕一氏
　　　　　　　　（�社会と企業研究所所長、
� 立命館大学大学院経営管理研究科客員教授）
・取組事例発表（３社）
・パネルディスカッション
●募集人数　130名（先着順／要事前申込）
●入�場�料　無　料
●申込締切　９月26日（木）
●主�催�者　 経済産業省中小企業庁／関東経済産業

局／（公財）人権教育啓発推進センター
●後�援�者　静岡県中小企業団体中央会ほか
●お問い合せ

公益財団法人
人権教育啓発推進センター 事業第３グループ
〒105-0012
東京都港区芝大門２-10-２ KDX芝大門ビル４F
TEL：03-5777-1802（代表）
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さ
れ
た
生
ご
み
を
当
組
合
が
、
収
集
・

運
搬
し
、
組
合
共
同
施
設
に
持
ち
込
む

②
破
砕
機
に
投
入
し
ペ
ー
ス
ト
状
に
破

砕
す
る
③
ペ
ー
ス
ト
状
に
な
っ
た
生
ご

み
を
木
材
チ
ッ
プ
と
有
機
微
生
物
、
空

気
と
よ
く
混
ぜ
る
④
生
ご
み
は
自
然
発

酵
し
、
五
〇
℃
か
ら
七
〇
℃
ま
で
上
昇

す
る
。
⑤
翌
日
に
は
投
入
し
た
生
ご
み

は
九
〇
％
以
上
減
容
す
る
⑥
約
四
ヵ
月

寝
か
せ
、
ふ
る
い
に
か
け
る
と
土
の
よ

う
な
も
の
が
選
別
さ
れ
堆
肥
と
な
る
。

現
在
は
、
新
橋
、
萩
原
、
湯
沢
、
森

之
腰
地
区
に
設
け
た
集
積
所
で
約
二
，

〇
〇
〇
世
帯
か
ら
回
収
し
て
い
る
。
ま

た
五
〇
以
上
の
事
業
所
や
市
内
三
ヵ
所

の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
で
る
生
ご

み
も
合
わ
せ
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

会
社
、
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
ご

み
の
問
題
は
、
地
域
の
身
近
な
問
題
で

あ
る
。
同
組
合
は
御
殿
場
市
内
の
一
般

廃
棄
物
処
理
業
の
認
可
を
持
つ
廃
棄
物

業
者
九
社
が
団
結
し
、
共
同
受
注
、
車

両
の
共
同
購
入
等
を
目
的
に
平
成
五
年

三
月
に
設
立
さ
れ
た
。
事
業
を
行
う
中

で
、
御
殿
場
市
の
協
力
を
得
て
、
環
境

負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
内
の
一
部

地
域
で
回
収
し
た
生
ご
み
を
堆
肥
化
す

る
施
設
（
愛
称
「
ゆ
め
か
ま
ど
」）
を
総

工
費
約
七
，五
〇
〇
万
円
で
平
成
二
三
年

一
月
完
成
し
た
。
生
ご
み
を
堆
肥
に
し

て
活
用
す
る
全
国
で
も
数
少
な
い
循
環

型
事
業
で
あ
る
。
生
ご
み
処
理
施
設
は

鉄
骨
平
屋
建
て
で
床
面
積
五
一
五
平
方

メ
ー
ト
ル
、
一
日
五
ト
ン
未
満
、
年
間

最
大
で
一
一
七
六
ト
ン
の
処
理
能
力
が

あ
る
。
組
合
は
生
ご
み
減
容
処
理
シ
ス

テ
ム
（
H
D
M
方
式
）
を
採
用
し
、
処

理
の
流
れ
は
①
家
庭
、
事
業
所
で
分
別

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
も
あ
り
平
成

二
四
年
度
の
搬
入
量
は
五
八
四
ト
ン
に

達
し
た
。
内
訳
は
事
業
系
ご
み
四
一
三

ト
ン
、
家
庭
系
ご
み
一
七
一
ト
ン
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
生
ご
み
は
組
合
処
理
施

設
で
、
約
二
二
ト
ン
の
堆
肥
と
な
り
、

組
合
で
は
、
堆
肥
を
希
望
者
に
無
料
配

布
し
て
い
る
。
時
期
に
よ
っ
て
は
在
庫

が
追
い
つ
か
ず
予
約
を
受
け
付
け
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

従
来
生
ご
み
は
、
八
五
％
が
水
分
で

焼
却
処
分
す
る
場
合
、
灯
油
や
重
油
な

ど
の
燃
料
を
必
要
と
す
る
ほ
か
、
臭
気

と
排
水
処
理
対
策
を
課
題
と
し
て
い
た
。

自
然
発
酵
に
よ
る
生
ご
み
処
理
方
法
は
、

臭
気
を
防
止
し
、
発
酵
時
に
で
る
熱
で

生
ご
み
の
水
分
を
蒸
発
す
る
の
で
廃
水

処
理
の
必
要
も
な
い
。
さ
ら
に
回
収
容

量
の
約
九
七
％
を
減
容
で
き
る
。
御
殿

場
市
内
で
は
、
N
P
O
法
人
エ
コ
ハ
ウ

ス
御
殿
場
な
ど
が
約
一
〇
年
前
か
ら
独

自
に
生
ご
み
回
収
と
堆
肥
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
平
成
二
〇
年
、
当
組
合
が

同
N
P
O
法
人
の
生
ご
み
回
収
事
業
を

引
き
継
ぎ
、
御
殿
場
市
か
ら
「
生
ご
み

堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
認
定
を

受
け
、
堆
肥
化
事
業
を
本
格
化
さ
せ
た
。

組
合
で
は
、
こ
の
共
同
施
設
の
設
置

▲ ホイルローダーにより生ごみ、木材チップ、有機微生物、空気
を混ぜる

▲組合共同施設　愛称「ゆめかまど」

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
組
合

共
同
施
設
を
建
設

高
度
化
資
金
で
共
同
施
設
を

建
設
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住　所／〒412-0039
 御殿場市竃307-7
理事長／高森茂生
組合員／8人

設　立／平成5年3月9日
T E L ／0550-78-7853
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に
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に
つ
い
て
数
年
か
け
検
討
を
重
ね
た
。

そ
の
中
で
、
高
森
茂
生
理
事
長
は
、「
資

金
面
や
建
設
予
定
地
な
ど
を
模
索
し
て

き
た
が
、
ど
う
し
て
も
思
う
よ
う
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
試

行
錯
誤
の
上
で
中
央
会
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
国
・
県
の
政
策
資
金
を
活
用
し

た
高
度
化
資
金
を
紹
介
さ
れ
、
初
め
て

制
度
の
中
身
を
知
り
ま
し
た
。
低
利
、

二
〇
年
の
長
期
返
済
は
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
支
援
。
こ
の
施

策
を
利
用
で
き
た
こ
と
が
、
大
き
な
推

進
力
と
な
り
ま
し
た
。
な
れ
な
い
事
務

処
理
は
大
変
で
し
た
が
、
中
央
会
の
支

援
も
心
強
く
、
よ
う
や
く
建
設
に
こ
ぎ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
す
。

臭
気
対
策
と
し
て
、
集
め
た
生
ご

み
を
一
ヵ
所
で
な
く
施
設
内
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
分
散
さ
せ
る
こ
と

で
効
率
よ
く
堆
肥
化
、
臭
気
を
抑
え
る

工
夫
を
し
て
い
る
。

「
昨
年
度
は
、
脱
臭
装
置
を
整
備
し
、

今
後
も
引
き
続
き
施
設
の
運
転
・
維
持

管
理
を
万
全
に
し
て
い
き
た
い
」
と
高

森
理
事
長
は
話
す
。

こ
う
し
た
環
境
負
荷
の
軽
減
に
取
組

む
組
合
に
対
し
、
視
察
者
数
は
、
増
加

し
て
お
り
、
平
成
二
四
年
度
は
一
〇
二

名
、平
成
二
五
年
度（
七
月
末
現
在
）は
、

一
七
二
名
と
既
に
昨
年
を
上
回
り
”盛

況
“
で
あ
る
。

組
合
が
、
地
元
小
学
校
の
要
望
を
受

入
れ
、
社
会
科
見
学
と
し
て
生
ご
み
か

ら
堆
肥
ま
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
し
く
み

を
丁
寧
に
説
明
。「
既
に
今
年
度
市
内

小
学
校
の
二
校
が
、
組
合
に
訪
れ
、
子

供
達
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
熱
心
に
質

問
し
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
次
の
世

代
の
た
め
に
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
を
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
、
今
後

は
、御
殿
場
市
の
指
導
方
針
に
沿
っ
て
、

市
内
数
ヵ
所
に
同
じ
処
理
施
設
を
建
設

し
、
地
元
の
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
ま
す
」と
高
森
理
事
長
が
話
す
。

＊
高
度
化
資
金

貸
付
期
間
二
〇
年
以
内

利
率
〇.

八
五
％

（
平
成
二
五
年
八
月
現
在
）

▲組合事業を話す高森理事長

地
元
の
小
学
生
の
社
会
科
見
学

受
入
れ
を
実
施

静岡県就業支援局からのお知らせ

あなたの “好き” を応援します
〜清水テクノカレッジ若年者コース入校生募集のお知らせ〜

県立清水技術専門校（愛称“清水テクノカレッジ”）は、静岡県が設置する公共職業能力開発施設です。
清水テクノカレッジでは、おおむね30歳以下の方を対象にした若年者コースの平成26年度入校生を募
集しています。9月17日（火）から第1期・一般の募集が始まります。高い就職率（例年ほぼ100％）、資
格の取得、安い授業料（年間118,800円）、充実の設備など、魅力あふれるテクノカレッジへの入校を
お待ちしています！！
なお、体験入校も随時可能です。清水テクノカレッジまで御連絡ください。

●募　集　校	 県立清水技術専門校（清水テクノカレッジ）
●募　集　科	 機械技術科（20名）、電気技術科（20名）、設備技術科（20名）
●訓 練 期 間	 2年間
●募 集 期 間	 平成25年9月17日（火）〜10月4日（金）（第1期・一般）
●選　考　日	 平成25年10月11日（金）
●応 募 資 格	 おおむね30歳以下で、技術技能を身につけて就職する意欲のある方
●応募手続き	 平成26年3月高校卒業見込の方：在学校経由またはテクノカレッジ
	 それ以外の方：住所地を管轄するハローワーク

【お問い合わせ先】清水テクノカレッジ　（〒424-0881 静岡市清水区楠160）
TEL：054-345-2032　FAX：054-345-2921　HP　http：//www.shimizu-tc.ac.jp
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静岡県就業支援局からのお知らせ
9月は「障害者雇用支援」月間です!

静岡県障害者雇用促進大会開催のお知らせ
●日　時　9月20日（金）13：15〜16：00
●会　場　静岡県男女共同参画センターあざれあ 大ホール（静岡市駿河区馬渕1丁目17-1）
●内　容　①表彰式典
　　　　　　	障害者を積極的に雇用している会社や障害を持ちながら模範的な職業人として長い間

勤めている個人を表彰します。
　　　　　　・厚生労働大臣表彰・静岡県知事褒章
　　　　　　・独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰及び努力賞
　　　　　②記念講演
　　　　　　演題	「就労は障がいを軽減する」精神障がい者雇用の現場から
　　　　　　　　　〜自立・就労・究極のリハビリ・無限の可能性を求めて〜
　　　　　　講師 富士ソフト企画株式会社
　　　　　　　	　人材開発グループ長	遠田	千穂氏
●その他　どなたでも入場できます。下記お問い合わせ先ホームページよりお申込みください。

障害者雇用促進セミナー参加企業募集のお知らせ
〜障害者支援施設を見学して、障害者雇用を考えてみませんか?〜

●日　時　9月27日（金）14：00〜16：30（受付：13時30分〜）
●会　場　静岡県立浜松学園（浜松市北区都田町9478-1）
●講　師　浜松学園園長　杉山　壽一
●内　容　障害者雇用のポイントについてのセミナー
　　　　　作業訓練（金属加工、縫製加工、組立加工、農業科）の見学
●その他　参加は無料です。下記お問い合わせ先ホームページよりお申込みください。

【お問い合わせ先】 静岡県経済産業部 就業支援局 雇用推進課
 TEL：054-221-2573　FAX：054-271-1979
 H P：http：//www.koyou.pref.shizuoka.jp
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静岡県清水青年中央会
尾﨑 幹雄
有限会社尾﨑商店

目
　
標

私
は
、
清
水
港
緑
友
会
か
ら
出
向
で
昨
年
の
四
月
か
ら
、
清
水

青
年
中
央
会
に
所
属
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
父
は
、
木
材
会
社
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
私
は
大
学
卒
業
後
か
ら
八
年
間
の
修
行
を
経

て
、
昨
年
の
四
月
に
父
の
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

学
生
の
頃
は
、
私
に
と
っ
て
父
は
仕
事
一
筋
で
寡
黙
で
怖
い
存

在
で
し
た
。
経
営
し
て
い
る
工
場
も
何
だ
か
他
人
ご
と
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
が
病
で
倒
れ
工
場
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り

始
め
て
父
の
気
持
ち
が
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
時
々
、
の
し
か
か
る
重
荷
に
根
を
あ
げ
た
く
な
る
と
き

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
「
父
も
こ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
」

と
思
う
と
と
も
に
ま
だ
ま
だ
父
の
背
中
は
遠
い
な
、
と
感
じ
て
い

る
の
で
す
。

父
も
現
在
で
は
七
人
の
孫
の
優
し
い
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
な

り
昔
の
厳
し
か
っ
た
あ
の
面
影
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私

は
胸
の
中
で
、
あ
の
時
の
仕
事
一
筋
で
一
本
気
な
父
を
密
か
に
目
標

に
し
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
な
の
で
す
。

少し前のことになるが、今年の6月に富士山
が世界遺産に登録された。文化遺産での登録で
ある。
これは、富士山が古くから信仰や芸術の対象

として顕著な普遍的価値があることが認められ
てのこと。
例えば、絵画では葛飾北斎の富嶽三十六景、
信仰では浅間信仰、俳句では万葉集、と挙げれ
ば枚挙にいとまがない。

別の角度から見てみると、富士山頂の最高気
温は17.8度で最低気温は氷点下38.0度。国
内記録の氷点下41.0度（北海道旭川）とほぼ
並び、遠くから見ているだけでは想像できない
ような厳しい一面も持ち合わせている。
富士登山は未経験のため、世界遺産登録を機

に一度登ろうと考えていたが、寒さが苦手な当
方は情けないことに尻込みをした次第である。
 （増田）

読者プラザ
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